
統合後７年を経た今、咲耶会の現状をどのように捉えていますか。同窓会が果たすべき
役割とは何でしょうか。未来につながる同窓会の在り方と財源確保の方策とは、等々…
在学生の入会率が３割を切り、咲耶会は今、存亡にかかわる危機的状況に直面していると
言っても過言ではありません。
東京ではじめて開催される咲耶会総会。私たちはこの歴史的総会を咲耶会再生の転換点と捉え、
すべての世代に魅力的な同窓会を目指し、未来志向で同窓会の活性化を考えたいと思います。
多数の皆様のご参加により、活発で建設的な意見交換の場となることを期待しています。

皆さまの、率直な、ホンネのご意見をお聞かせください！

シンポジウム「咲耶会の活性化を考える」（午後3時～4時30分）

交通のご案内

学士会館

〒101-8459
東京都千代田区神田錦町3-28
Tel. 03-3292-5936（代表）

【交通機関】
■地下鉄都営三田線／都営新宿線／
東京メトロ半蔵門線
「神保町」駅下車　A9出口より徒歩1分
■東京メトロ東西線「竹橋」駅下車
3a出口から徒歩5分
■「東京」駅　丸の内北口から　タクシー
で10分

♬ 懇親会では、　“koto  koto” の演奏をお楽しみください ♬＊

日本とアジアの箏ユニット　“koto    koto” ＊
モンゴル箏演奏家　中西史子と、箏演奏家　木村友里による ユニット。大学の邦楽部で一緒に
活動していたことがきっかけ で、2013年に結成。日本やアジアのいろいろな種類の箏を 用い、
リラックスして気軽に聴ける、コトのライブをしています。
古典と現代、日本とアジア、あなたとわたしの響き合い。箏の音色を伝え、自分たちの音楽を奏
でるために活動中。

木村友里（箏・歌） 中西史子（ヤトガ・箏・歌）

大阪外国語大学・地域文化学科モンゴル語卒
（大M56）。在学中より東アジアのツィター属の
楽器に関心をもつ。在モンゴル日本大使館に
勤務。在任中にヤトガと出会い、帰国後は国
内で演奏活動を開始。現在日本人唯一のヤト
ガ奏者として、奈良・東京・札幌を拠点にイ
ベント・コンサートへの出演や学校公演等幅広
く活動中。

大阪外国語大学・国際文化学科　日本語専攻
卒（ビルマ語）（日本語大57）。高校の部活動
でその音色に感動し箏をはじめる。大学でも
邦楽部に所属し、仲間とひとつのものを作り
上げることに喜びと生きがいを感じ、大学卒
業後、演奏家を志す。現在、東京を中心に演
奏活動、箏・三弦教室、学校公演等を行う。

★語科・同期で何人かまとまってお申し
込みいただければテーブルを確保します。
ぜひ「ミニ同窓会」にご活用ください！

★会員の著書や作品等の販売コーナーを
設けます。販売（または無料配布）ご希望
のものがあれば、あらかじめ事務局まで
ご連絡ください。


